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会 2022, 長岡市, （オンライン開催）, 2021/12/4 

 

 



その他 

1. 太刀川潤. Toxic Shock 症候群. 2022 年度第 1 回 Basic Core Lecture 

2. 谷瑞生.(新潟市立鳥屋野小学校 職業講話 ～夢サポート塾～ 2022.6.24) 

3. 小川洋平新潟小児糖尿病オンラインキャンプ  (2022.8.17 新潟県少年自然の家 

ウェブ開催) 

4. 小川洋平千笑朱鷺の会・ペガサスの会 2022 夏 〜1 型糖尿病勉強会・交流会〜  

(2022.7.9 新潟大学駅南キャンパス トキメイト) 

5. 小川洋平小児糖尿病バーチャルキャンプ 2022  (2022.11.20 ウェブ開催) 
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